
Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

◎数値解析Ａ ◎数値解析Ｂ
〇応用数理解

析Ａ
〇応用数理解

析Ｂ

◎確率・統計
解析Ａ

◎確率・統計
解析Ｂ

◎初学者ゼミ
Ⅰ

◎初学者ゼミ
Ⅱ

△機械工学特
別演習Ａ

△機械工学特
別演習Ｂ

◎理工系英語
Ⅰ

◎理工系英語
Ⅱ

◎大学社会生
活論

〇先端テクノ
ロジー概論

◎地域概論
◎技術社会と

倫理

A-3．技術倫理につ
いての自覚と，地球
的観点から多面的に
考えることができる
素養を涵養する。

〇機械工学設計製図演習

△学外技術体験実習Ａ

△学外技術体験実習Ｂ

△海外技術体験実習

A-2．課題探求・実
践学修を通した自主
性，創造性，協調
性，発表・報告能力
および国際的コミュ
ニケーション能力を

身に付ける。

〇企業開放講義 ○卒業研究

△学外技術体験実習Ａ

△学外技術体験実習Ｂ

△海外技術体験実習

△国際研修Ａ,Ｂ

△国際研修Ａ,Ｂ

△化学実験

◎機械工学基礎実験 ◎機械工学総合実験 ◎卒業研究

〇応用プログラミング技術 ◎機械工学輪講

A-1．工学や科学の
基礎となる数学・物
理学を重視した自然
科学の基礎知識を身

に付ける。

◎微分積分学第一 ◎微分積分学第二 ◎フーリエ解析及び演習 ◎複素解析及び演習

◎微分方程式及び演習 ◎数学物理基礎リテラシー

◎線形代数学第一 ◎線形代数学第二 ◎ベクトル解析及び演習

◎物理学Ⅰ 〇物理学Ⅱ ◎物理学実験

◎工業力学

〇化学Ⅰ △化学Ⅱ

機械工学類　機械数理コース　カリキュラムツリー

学習・
教育目標

授業科目名

１年 ２年 ３年 ４年



Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

機械工学類　機械数理コース　カリキュラムツリー

学習・
教育目標

授業科目名

１年 ２年 ３年 ４年

◎情報処理基
礎

◎数値解析Ａ ◎数値解析Ｂ

◎機械設計学

◎電気回路A ◎電気回路B ◎計測工学Ａ ◎計測工学Ｂ

○生産工学Ａ ○生産工学Ｂ
○生産システ

ム工学Ａ
○生産システ

ム工学Ｂ

○レーザー工
学Ａ

○レーザー工
学Ｂ

◎材料力学Ⅱ
Ａ

◎材料力学Ⅱ
Ｂ

◎材料工学Ａ ◎材料工学Ｂ
◎機械材料学

ⅠＡ
◎機械材料学

ⅠＢ
○機械材料学

ⅡＡ
○機械材料学

ⅡＢ

◎機構運動学
Ａ

◎機構運動学
Ｂ

◎振動工学Ⅱ
Ａ

◎振動工学Ⅱ
Ｂ

◎制御工学Ⅰ
Ａ

◎制御工学Ⅰ
Ｂ

◎制御工学Ⅱ
Ａ

◎制御工学Ⅱ
Ｂ

○航空宇宙工
学Ａ

○航空宇宙工
学Ｂ

◎流れ学ⅡＡ ◎流れ学ⅡＢ
○エネルギー
変換工学Ａ

○エネルギー
変換工学Ｂ

◎熱力学ⅡＡ ◎熱力学ⅡＢ ○伝熱工学Ａ ○伝熱工学Ｂ

B-4．機械工学の実
践に必要なスキルと
最新の工学ツールを
使う能力を身に付け

る。

B-5．設計，計測・
制御，材料・加工，
熱流体など機械工学
の基幹分野の能力を

身に付ける。 ◎材料力学Ⅰ及び演習

◎振動工学Ⅰ及び演習

◎熱力学Ⅰ及び演習

◎機械工学輪講

◎工業力学 ○卒業研究

◎流れ学Ⅰ及び演習

◎機械工作実習

○物理学実験

◎機械工学設計製図基礎 ◎機械工学設計製図演習

◎機械工学基礎実験 ◎機械工学総合実験 ◎卒業研究

◎計算機プログラミング演
習

○応用プログラミング技術



Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

機械工学類　機械数理コース　カリキュラムツリー

学習・
教育目標

授業科目名

１年 ２年 ３年 ４年

◎基礎加工学
Ａ

◎基礎加工学
Ｂ

◎生産工学Ａ ◎生産工学Ｂ
○生産システ

ム工学Ａ
○生産システ

ム工学Ｂ

○トライボロ
ジーＡ

○トライボロ
ジーＢ

◎機械設計学 ◎計測工学Ａ ◎計測工学Ｂ

〇先端テクノ
ロジー概論

◎振動工学Ⅱ
Ａ

◎振動工学Ⅱ
Ｂ

◎制御工学Ⅰ
Ａ

◎制御工学Ⅰ
Ｂ

◎制御工学Ⅱ
Ａ

◎制御工学Ⅱ
Ｂ

○機構運動学
Ａ

○機構運動学
Ｂ

○メカトロニ
クスＡ

○メカトロニ
クスＢ

◎電気回路A ◎電気回路B
◎電子回路概

論Ａ
◎電子回路概

論Ｂ
△電気回路Ｃ △電気回路Ｄ

△ロボット工
学Ａ

△ロボット工
学Ｂ

△画像処理Ａ △画像処理Ｂ △通信工学Ａ △通信工学Ｂ

△信号処理Ａ △信号処理Ｂ
△パターン認

識Ａ
△パターン認

識Ｂ

○機械設計学

○初学者ゼミ
Ⅰ

○初学者ゼミ
Ⅱ

△機械工学特
別演習Ａ

△機械工学特
別演習Ｂ

（注）各授業科目は多数の学習・教育目標に対応しているため、カリキュラムツリーではその主要なものを表示している。

C-7．機械工学にお
ける新しい技術分野
に挑戦し，斬新なア
イディアを意欲的に
創成する能力を涵養

する。

◎機械工学基礎実験 ◎機械工学総合実験 ◎卒業研究

○機械工学設計製図基礎 ◎機械工学設計製図演習 ○応用プログラミング技術 ○機械工学輪講

〇企業開放講義

C-6．機械設計・制
御などの応用・実践
的学習により得られ
た知識や考え方を活
用する応用力を修得

する。

○材料力学Ⅰ及び演習

◎機械工学設計製図基礎

◎振動工学Ⅰ及び演習

◎機械工学設計製図基礎 ○機械工学輪講

◎機械工学基礎実験 ◎機械工学総合実験 ◎卒業研究

◎機械工学設計製図演習
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